
  メインセンターへの接続確認 

（１） 「利⽤者情報登録（ＵＲＹ）」業務によるパスワード変更（⾃社システム利⽤者以外） 

現⾏ＮＡＣＣＳにおける４⽉16⽇（⽇）02︓30時点のパスワード（４⽉16⽇以降に利⽤開始し

た利⽤者ＩＤについては利⽤開始時点のパスワード）が、第６次ＮＡＣＣＳ総合運転試験環境の

仮パスワードとして設定しております。利⽤者ＩＤと仮パスワードにてログインを⾏った後、「利

⽤者情報登録（ＵＲＹ）」業務でパスワード変更を必ず⾏ってください。なお、パスワード変更を

⾏わないと、ＵＲＹ業務以外の業務は実施できませんのでご注意ください。 

（２） 「端末開通確認（ＴＣＣ）」業務の実施 

（１）でパスワード変更を⾏った後、「端末開通確認（ＴＣＣ）」業務を実施し、第６次ＮＡＣＣ

Ｓメインセンターへの接続確認を必ず⾏ってください。 

 

  疑似データ等による業務習熟訓練及び利⽤者システム機能確認 

（１） 疑似データの使⽤ 
ＮＡＣＣＳセンターが配付する別紙１「総合運転試験業務可否⼀覧」及び別紙３「業務シナリ

オ」に基づき各業種に応じて後続の業務を⾏ってください。 
なお、本フェーズ期間中、疑似データは毎⽇初期化されるため、前⽇までに⾏った業務処理は

引き継がれません（初期化のため、毎⽇ 09︓00 〜 10︓00 は試験実施不可となります。）。 
 

（２） 過去データの使⽤ 
過去に取り扱ったデータを使⽤して、各業務の習熟訓練等を⾏うことも可能です。 
なお、本フェーズ期間中は毎⽇初期化されるため、前⽇までに⾏った業務処理は引き継がれま

せん（初期化のため、毎⽇ 09︓00 〜 10︓00 は試験実施不可となります。）。 
 

（３） 出⼒情報（⾮同期電⽂） 
他の利⽤者が⾏った業務により出⼒される出⼒情報（⾮同期電⽂）の内容を⽤いて⾃社で可能

な後続の業務を⾏うことも可能です。 
 

（４） 各種照会業務等 
疑似データ及び過去データ等で登録した内容を⽤いて各種照会業務、再出⼒業務を⾏うことが

可能です。 
 

（５） 納付書の印刷 
⽩紙⼜は本番⽤の納付書⽤紙を使⽤してください。 

 
（６） 管理資料情報取出 

疑似データとして管理資料情報を事前に管理資料情報取出サーバに格納するので、取出確認を
⾏ってください。なお、前⽇の業務実施内容に基づいた管理資料情報も作成されるため、それを
⽤いた取出確認も可能です（ただし、毎⽇ 00︓00 にデータが初期化され、疑似データのみの状
態になります。）。 
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